
（町長提案理由の説明） 

 

本日ここに、令和７年金山町議会第４回定例会を招集しましたところ、議員皆様のご出

席を賜り、厚く御礼申し上げます。 

説明に先立ち、６月８日に急逝されました故加藤賢享議員に謹んで哀悼の誠を捧げます。 

故加藤賢享議員は、平成２７年、金山町議会議員に初当選されて以来、町政の発展と地

方自治の振興のため、献身的に貢献され、議会の産業建設常任委員会委員を務められるな

ど、これからますますの御活躍を望んでいたところであります。改めまして、これまでの

生前のご功績とご労苦に対しまして、深く感謝を申し上げますとともに、心からご冥福を

お祈りいたします。 

本年度に繰越した事業の進捗状況について報告致します。 

まず、田沢集会所建築事業については、設計が完了し、まもなく工事を発注致します。

今年度中に、建築を完了し来年度周辺整備を行う予定であります。非課税世帯を対象に１

世帯当たり３万６千円を給付する物価高騰対応非課税世帯臨時特別給付金事業は、支給事

務が完了いたしました。町民 1人当たり 1万円分の商品券を給付した物価高騰対応消費下

支え商品券発行事業については、５月末をもって有効期限になりましたので、現在精算事

務を行っているところであります。その他の繰越事業についても完了もしくは鋭意事業の

推進に取組んでおります。 

次に、災害関連で町道野尻線、三更地区の災害復旧工事についてでありますが、仮復旧

で片側交互通行としておりましたが、１月６日頃から現場内の土留め矢板の動きが確認さ

れたため、車両通行止めとしており、現在、東北電力株式会社において設計の見直しを行

っている段階であります。今後は、仮設道路により車両が通行できるよう工事を行う予定

であります。 

次に、令和３年７月から通行止めが続いておりました県道小栗山宮下線ですが、町内回

覧でお知らせしたとおり ６月２３日から通行止め解除となる予定であります。ただし、

危険な場合は、現場の回転灯が点灯しますので通行は控えて頂くようになります。 

次に、ＪＲ只見線についてでありますが、２月から５月までの３ヶ月に渡って、会津川

口・只見駅間が豪雪により不通となり只見線利用者・観光に訪れた方には、大変ご不便を

おかけ致しました。豪雪とはいえ、再開までに３ヶ月も要したことは記憶にありません。

５月３０日に開催されました只見線利活用推進協議会の席上で、雪崩対策、除雪体制につ

いて検討し、通年運行に取組んで頂くよう意見要望を申し上げて参りました。 

国道２５２号田子倉地区の出逢橋についても、落橋により現在、新潟県への通行ができ

ない状況でありますが、旧道を利用し仮橋をかけて復旧させるという県の報道がありまし

た。再開通の時期は７月に公表されるということですが、お盆までに通行できるよう期待

しております。 

次に、４月７日にかねやま小学校の開校式が行われました。今年度の新入生は１０名で、

３４名の児童数となりました。今後の小学校教育において今まで以上の成果が出されるこ

とを期待し、中学校を含め「郷土を担う心豊かな人間の育成」に取組んで参ります。 

同じ４月７日に、福島県知事が来庁され、少子化対策、川口高等学校について意見交換

を行いました。知事は、特に今年は少子化対策において若者の婚活対策に取り組むと同時

に、若者の県外流出対策にも取り組んで行く事などを話されました。私から移住定住状況
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について説明し、今後も県の支援をお願いしました。 

次に、会津総合開発協議会役員による要望活動を５月 １２日、５月２３日の２日間、

議長と共に実施して参りました。１２日は、東北地方財務局、整備局、運輸局等へ、２３

日は、総務省、経済産業省、厚生労働省、国土交通省等を含め県選出国会議員に、会津地

方１７市町村の振興対策課題解決の実現に向けて要望活動をして参りました。 

次に、スポーツの話題ですが、川口高等学校において、陸上競技の競歩などで東北大会

の出場を勝ち取る成績を収め、先日報告に来庁されましたので、それぞれの大会での健闘

を激励しました。 

また、ゲートボール競技においては、６月２１日・２２日の全国大会に金山町選抜女子

チームが出場となります。また、グラウンドゴルフとゲートボール競技において、福島県

代表としてねんりんピック全国大会に出場が決定するなどうれしい話題も届いておりま

す。町民それぞれが、活躍し、金山町を町内外に発信できることを大変心強く思っており

ます。 

次に、５月３１日に閉鎖しました令和６年度金山町一般会計の収支状況について報告い

たします。 

歳入総額は、３７億８,９１６万６千円、歳出総額は、３５億８,３６４万３千円で、差

し引き２億５５２万３千円となり、繰越明許費２,８４８万４千円を除いた実質収支は１

億７,７０３万９千円の黒字決算となっております。決算の詳細については、９月定例会

において報告いたします。 


